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カ
タ
カ
ナ
語
使
用
の
一
側
面
か
ら
の
考
察 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
カ
タ
カ
ナ
語
の
役
割
と
カ
タ
カ
ナ
語
教
育
― 
徐 
勇 
 
  
始
め
に 
 
日
本
語
を
和
語
・
漢
語
・
外
来
語
と
い
う
語
種
の
面
か
ら
分
類
す
る
と
、
語
種
に
よ
っ
て
表
記
の
使
い
分
け
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る( 
1)
。「
和
語
・
漢
語
は
漢
字
及
び
平
仮
名
で
書
か
れ
、外
来
語
は
カ
タ
カ
ナ
で
書
か
れ
る
」の
で
あ
る
。 
留
学
生
の
日
本
語
教
育
に
お
い
て
も
、
外
国
の
地
名
や
人
名
、
外
国
か
ら
来
た
言
葉
（
外
来
語
）
は
カ
タ
カ
ナ
で
書
く
と
教
え
ら
れ
、
テ
キ
ス
ト
で
提
出
さ
れ
る
も
の
も
、
そ
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い( 
2)
。
し
か
し
日
本
語
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
と
と
も
に
、
新
聞
や
雑
誌
等
の
実
際
の
生
活
に
か
か
わ
る
教
材
を
使
い
始
め
る
と
、
そ
の
規
則
は
崩
れ
さ
る
。 
新
聞
や
雑
誌
等
の
日
本
語
表
記
を
観
て
み
る
と
、
現
実
の
カ
タ
カ
ナ
語
の
用
法
は
非
常
に
多
彩
で
あ
る
。
例
え
ば
「
フ
ク
ザ
ツ
」「
キ
レ
イ
」「
オ
イ
シ
イ
」
の
よ
う
に
、
通
常
カ
タ
カ
ナ
表
記
さ
れ
な
い
よ
う
な
場
合
に
も
、
カ
タ
カ
ナ
が
用
い
ら
れ
る
場
合
が
多
々
見
受
け
ら
れ
る
。
従
来
、
外
来
語
を
表
記
す
る
た
め
に
用
い
た
カ
タ
カ
ナ
の
役
割
と
は
違
っ
た
、
カ
タ
カ
ナ
語
の
新
し
い
表
記
に
気
が
つ
い
た
。
例
え
ば
、
あ
る
雑
誌
と
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
下
記
の
「
例
１
」
が
従
来
の
カ
タ
カ
ナ
の
使
い
方
で
あ
れ
ば
、「
例
２
」「
例
３
」
に
見
ら
れ
る
カ
タ
カ
ナ
語
の
使
い
方
は
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。 
例
１
：「
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
国
境
を
越
え
れ
ば
、
イ
ン
ダ
ス
川
が
流
れ
、
モ
ヘ
ン
ジ
ョ
・
ダ
ロ
・
ハ
ラ
ッ
パ
な
ど
の
遺
跡
が
あ
る
。
イ
ン
ド
建
国
の
父
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
が
生
ま
れ
た
の
も
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
だ
。」 
例
２
：「
少
し
で
も
早
く
、
少
し
で
も
手
軽
に
、
の
時
代
だ
。
キ
ー
を
押
せ
ば
瞬
時
に
届
く
電
子
メ
ー
ル
が
飛
び
交
う
。
ケ
ー
タ
イ
の
短
い
メ
ー
ル
が
乱
舞
す
る
。」 
 
 
例
３
：「
酒
が
な
く
て
も
何
と
か
ガ
マ
ン
で
き
る
よ
う
自
己
改
造
し
た
が
、
タ
バ
コ
と
本
に
つ
い
て 
は
昔
の
ま
ま
で
あ
る
。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ま
り
、
例
１
の
よ
う
に
外
来
語
や
外
国
の
地
名
・
人
名
を
書
き
表
わ
す
た
め
に
用
い
る
カ
タ
カ
ナ
と
、
例
２
と
例
３
の
「
ケ
ー
タ
イ
」
と
「
ガ
マ
ン
」
と
い
う
語
の
よ
う
に
、
本
来
な
ら
ば
漢
字
か
平
仮
名
で
書
き
表
す
べ
き
こ
と
を
敢
え
て
カ
タ
カ
ナ
を
用
い
表
わ
す
と
い
う
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
な
ぜ
こ
う
し
た
特
殊
な
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
な
さ
れ
る
の
か
。
こ
の
よ
う
に
表
記
す
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る
の
は
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。 
本
研
究
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
に
つ
い
て
、
カ
タ
カ
ナ
語
全
体
を
通
じ
て
、
日
本
語
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
語
の
現
状
を
把
握
し
、
日
本
語
教
育
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
語
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
中
国
人
留
学
生
に
対
す
る
日
本
語
教
育
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。 
 
第
一
章 
カ
タ
カ
ナ
語
と
は 
 
１
―
１ 
『
カ
タ
カ
ナ
語
』
と
は
何
か 
 
 
 
一
体
カ
タ
カ
ナ
語
と
は
何
か
を
考
え
た
い
。
カ
タ
カ
ナ
語
に
つ
い
て
、『
国
語
百
科
大
辞
典
』
の
「
現
代
語
の
多
様
性 
４ 
カ
タ
カ
ナ
語
」
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
カ
タ
カ
ナ
語
は
ま
だ
一
般
に
広
く
通
用
し
て
い
る
言
い
方
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
人
に
よ
り
多
か
れ
少
な
が
れ
便
宜
的
に
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
大
別
し
て
、 
カ
タ
カ
ナ
表
記
さ
れ
た
語
あ
る
い
は
通
常
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
た
語
（
カ
タ
カ
ナ
表
記
語
）
を
意
味
す
る
広
義
の
場
合 
い
わ
ゆ
る
カ
タ
カ
ナ
外
来
語
を
意
味
す
る
狭
義
の
場
合 
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
を
前
提
に
し
て
初
め
に
成
立
す
る
概
念
で
あ
る
。 
カ
タ
カ
ナ
語
の
増
加
と
い
う
現
象
か
ら
、
現
在
、
カ
タ
カ
ナ
語
が
ど
う
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
る
か
、ま
ず
、『
国
語
百
科
大
辞
典
』の
解
釈
を
参
考
に
し
て
、
カ
タ
カ
ナ
の
役
割
を
把
握
し
て
い
き
た
い
。 
 
片
仮
名
も
基
本
的
に
、
平
仮
名
と
同
様
の
役
割
を
も
っ
て
い
る
。
形
態
上
の
働
き
と
表
音
文
字
と
し
て
働
き
で
あ
る
。
形
の
上
で
、
片
仮
名
は
、
漢
字
と
も
平
仮
名
と
も
違
っ
て
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
片
仮
名
で
書
か
れ
た
こ
と
ば
は
、
漢
字
と
平
仮
名
中
心
の
文
章
の
中
で
区
別
さ
れ
や
す
い
。
そ
の
こ
と
を
利
用
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
こ
と
ば
が
ど
の
よ
う
な
音
を
持
っ
て
い
る
か
を
き
わ
立
た
せ
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。 
外
来
語
・
外
国
語 
外
国
の
人
名
・
地
名 
専
門
用
語 
俗
語
・
隠
語 
動
植
物
名 
擬
音
語
・
擬
態
語 
方
言
を
表
わ
す
部
分 
以
上
を
ま
と
め
る
と
現
代
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
は 
①
日
本
語
の
文
字
。 
②
日
本
で
外
来
語
、
外
国
語
を
表
記
す
る
文
字
。 
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 
 
１
―
２ 
『
カ
タ
カ
ナ
語
』
の
現
状 
  
 
カ
タ
カ
ナ
語
の
現
状
を
究
明
す
る
た
め
に
、
カ
タ
カ
ナ
語
を
量
の
面
と
質
の
面
に
分
け
て
考
え
て
み
よ
う
。 
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ま
ず
量
の
面
で
、
い
わ
ゆ
る
カ
タ
カ
ナ
語
が
ど
の
程
度
日
本
語
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
古
い
と
こ
ろ
で
は
、
斎
賀
（
１
９
５
５
）
が
昭
和
２
８
～
２
９
年
の
総
合
雑
誌
５
種
に
つ
い
て
カ
タ
カ
ナ
語
の
実
態
を
調
査
し
た
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
カ
タ
カ
ナ
語
の
占
め
る
割
合
は
、
異
な
り
語
数
で
９
．
９
％
（
標
本
数
１
万
）、
延
べ
語
数
で
３
．
９
％
（
標
本
数
６
万
）
で
あ
る
。
現
在
の
カ
タ
カ
ナ
語
の
使
用
現
状
を
国
語
辞
典
に
占
め
る
割
合
で
み
て
み
る
。
一
般
に
使
わ
れ
て
い
る
小
型
の
国
語
辞
典
（
収
録
語
数
は
４
万
か
ら
５
万
語
）
の
場
合
、
本
来
の
外
来
語
も
含
め
カ
タ
カ
ナ
語
の
占
め
る
割
合
は
７
％
か
ら
８
％
で
あ
る
。
平
成
５
年
２
月
に
出
版
さ
れ
た
集
英
社
の
『
国
語
辞
典
』（
収
録
語
数
は
約
９
万
）
は
約
１
３
％
。
同
じ
年
の
６
月
分
出
版
さ
れ
た
三
省
堂
の
『
辞
林
２
１
』は
、収
録
語
数
１
５
万
の
う
ち
カ
タ
カ
ナ
語
は
約
２
２
％
に
も
な
る
。
つ
ま
り
約
３
万
３
千
語
が
カ
タ
カ
ナ
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
辞
典
の
変
遷
で
み
て
も
日
本
語
の
中
の
カ
タ
カ
ナ
語
は
年
を
追
っ
て
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 
質
の
面
に
関
し
て
は
、
カ
タ
カ
ナ
は
従
来
の
外
来
語
の
表
記
だ
け
で
は
な
く
、
漢
語
、
和
語
の
表
記
に
も
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
カ
タ
カ
ナ
で
書
か
れ
た
外
来
語
は
第
一
視
覚
的
目
立
っ
た
存
在
で
あ
る
。
領
域
的
に
見
る
と
、
タ
バ
コ
や
薬
品
な
ど
の
名
と
し
て
の
カ
タ
カ
ナ
語
は
以
前
か
ら
多
か
っ
た
が
、
特
に
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
会
社
名
や
職
業
名
と
し
て
の
カ
タ
カ
ナ
語
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
な
ん
ら
か
の
特
別
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
強
調
し
た
カ
タ
カ
ナ
書
き
が
増
え
て
お
り
、
と
り
わ
け
新
語
・
流
行
語
・
風
俗
語
と
い
っ
た
領
域
の
も
の
が
よ
く
目
に
入
っ
て
く
る
。 
 
第
二
章 
『
天
声
人
語
』
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
語 
 
２
―
１ 
調
査
の
手
が
か
り 
  
 
新
聞
は
語
彙
調
査
対
象
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
が
、
新
聞
の
ど
の
面
を
選
ぶ
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
結
果
は
大
き
く
異
な
る
。
本
節
で
は
新
聞
の
投
書
欄
朝
日
新
聞
の
『
天
声
人
語
』
欄
を
調
査
対
象
に
選
び
、
カ
タ
カ
ナ
語
の
語
彙
調
査
を
行
う
。 
筆
者
が
２
０
０
１
年
～
２
０
０
５
年
ま
で
毎
年
の
『
天
声
人
語
』
の
カ
タ
カ
ナ
語
を
集
計
し
た
の
と
、
来
日
し
て
か
ら
本
人
が
見
聞
き
し
た
カ
タ
カ
ナ
語
も
加
え
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。 
 
２
―
２ 
調
査
方
法
及
び
概
観 
 
２
―
２
―
１ 
全
体
デ
ー
タ
概
観 
 「
天
声
人
語
」
一
覧
に
カ
タ
カ
ナ
語
使
用
率
及
び
使
用
状
態
を
調
べ
る
為
に
ま
ず
、
実
際
ど
の
よ
う
な
表
記
例
が
あ
る
か
を
み
る
か
を
、
２
０
０
１
年
～
２
０
０
５
年
ま
で
５
年
間
の
「
天
声
人
語
」
の
月
別
カ
タ
カ
ナ
語
を
集
計
し
て
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
カ
タ
カ
ナ
語
数
を
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。
調
べ
た
結
果
が
、
次
の
表
で
あ
る
。 
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表
１ 
月
別
カ
タ
カ
ナ
語
個
数
と
平
均
率
（2
0
0
1
年
～2
0
0
5
年
） 
    
 
結
果
と
し
て
は
、
一
般
的
に
言
わ
れ
た
通
り
、
カ
タ
カ
ナ
語
が
増
加
し
て
い
る
の
が
分
か
る)( 
3)
。
た
だ
し
２
０
０
４
年
～
２
０
０
５
年
の
間
減
少
の
傾
向
が
見
ら
れ
る( 
4)
。 
２
０
０
４
年
以
後
は
減
少
を
見
せ
る
言
葉
が
多
か
っ
た
。
カ
タ
カ
ナ
語
の
氾
濫
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
中
、
増
加
傾
向
で
は
な
く
減
少
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
考
え
ら
れ
る
理
由
と
し
て
は
、
新
聞
自
体
の
カ
タ
カ
ナ
語
の
扱
い
に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
カ
タ
カ
ナ
語
そ
の
も
の
の
環
境
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 
問
題
と
い
わ
れ
て
い
る
カ
タ
カ
ナ
語
は
単
純
な
増
加
傾
向
に
は
な
く
、
減
少
傾
向
も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
外
来
語
言
い
換
え
提
案
は
２
０
０
３
年
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
デ
ー
タ
を
見
て
み
る
と
、
２
０
０
４
年
以
降
に
減
少
傾
向
を
見
せ
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
こ
れ
は
、
外
来
語
言
い
換
え
提
案
の
指
摘
に
よ
り
カ
タ
カ
ナ
語
が
減
少
し
て
い
る
可
能
性
と
、
カ
タ
カ
ナ
語
の
使
用
環
境
そ
の
も
の
に
変
化
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
今
後5
年
、1
0
年
と
継
続
的
に
カ
タ
カ
ナ
語
の
推
移
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 
 
２
―
３
―
２ 
抽
出
デ
ー
タ
分
析 
  
 
以
上
の
デ
ー
タ
か
ら
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
さ
れ
た
も
の
で
、
外
来
語
以
外
と
思
わ
れ
る
も
の
を
取
り
出
し
て
デ
ー
タ
を
抽
出
し
た
。 
ま
ず
、
カ
タ
カ
ナ
の
使
用
率
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
文
字
の
う
ち
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
ど
れ
ぐ
ら
い
の
比
率
を
占
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
２
０
０
２
年
１
０
月
９
日
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
。 
年  /月 2001 2002 2003 2004 2005 合計 
1月 276 195 251 196 261 1179 
2月 221 265 251 274 258 1269 
3月 166 225 281 301 256 1229 
4月 190 275 281 289 221 1256 
5月 187 302 209 278 256 1232 
6月 191 317 271 304 233 1316 
7月 257 201 261 301 234 1254 
8月 177 201 276 329 154 1137 
9月 180 226 282 311 187 1186 
10月 223 265 330 261 333 1412 
11月 253 311 276 320 229 1389 
12月 230 267 279 242 254 1272 
 合計 2551 3050 3248 3406 2876 3026 
 平均 212.58 254.17 270.67 283.83 239.67 252.18 
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表
２
字
種
別
の
度
数
と
そ
の
比
率 
  
以
上
、
表
に
示
し
た
よ
う
に
カ
タ
カ
ナ
の
比
率
は
４
．
９
％
で
、
こ
の
値
は
文
章
に
お
け
る
数
値
と
し
て
決
し
て
高
く
な
い
と
思
う( 
5)
。
佐
竹
（
１
９
８
２
）
で
は
、
１
９
７
９
年
７
～
８
月
分
に
発
行
さ
れ
た
種
々
の
発
行
物
に
つ
い
て
、
文
章
の
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
字
種
の
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
調
査
で
の
ジ
ャ
ン
ル
と
そ
の
カ
タ
カ
ナ
比
率
は
次
の
表
３
の
よ
う
に
あ
っ
た
。
表
３
は
、
カ
タ
カ
ナ
比
率
の
ほ
か
に
、
参
考
の
た
め
に
、
漢
字
と
平
仮
名
の
比
率
も
示
し
て
い
る
。 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 
 
 
ジ
ャ
ン
ル 
 
 
 
カ
タ
カ
ナ 
 
 
 
漢
字 
 
 
 
 
平
仮
名 
 
小
説 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
.4
4
 
 
 
 
 
2
4
.7
8
 
 
 
 
 
6
0
.7
2
 
評
論
・
論
文 
 
 
 
 
 
6
.1
3
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
1
.9
9
 
 
 
 
 
 
 
 
5
3
.8
0
 
実
用
・
解
説 
 
 
 
 
 
 
1
3
.7
5
 
 
 
 
 
 
2
3
.3
9
 
 
 
 
 
5
3
.9
1
 
ル
ポ
・
報
告 
 
 
 
 
 
 
7
.3
4
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
1
.4
1
 
 
 
 
 
 
 
 
5
1
.2
7
 
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
・
座
談
会 
4
.6
9
 
 
 
 
 
 
 
2
2
.8
9
 
 
 
 
 
6
2
.1
0
 
随
筆
・
エ
ッ
セ
ー 
 
 
 
 
 
5
.6
3
 
 
 
 
 
 
2
6
.0
5
 
 
 
 
 
5
9
.5
9
 
読
者
投
稿 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
.0
3
 
 
 
 
 
2
6
.2
4
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
0
.2
7
 
 
 
全
体 
 
 
 
 
 
 
 
6
.9
5
 
 
 
 
 
2
6
.5
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
7
.2
9
 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 
 
表
３ 
各
種
文
章
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
の
比
率 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
単
位
は
％
） 
 
新
聞
と
他
の
発
行
物
と
で
は
そ
の
性
格
が
異
な
る
し
、
調
査
方
法
も
違
う
の
で
、
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
他
の
発
行
物
調
査
で
は
カ
タ
カ
ナ
比
率
は
最
も
低
い
小
説
で
も
４
・
４
４
％
あ
る
し
、
文
章
の
性
格
が
同
じ
よ
う
な
読
者
投
稿
で
は
５
・
０
３
％
あ
る
、
今
回
の
朝
日
新
聞
の
「
天
声
人
語
」
欄
の
４
・
９
％
と
い
う
数
値
と
比
べ
れ
ば
、
カ
タ
カ
ナ
の
比
率
に
関
し
て
は
、
『
天
声
人
語
』
の
ほ
う
が
他
の
発
行
物
よ
り
低
い
と
言
え
よ
う
。 
2002/10/09 度数 比率（％） 
漢字   233 36.90% 
平仮名 316 50.10% 
カタカナ 31 4.90% 
数字 9 1.40% 
英字 3 0.50% 
記号 39 6.20% 
 合計 631 100.00% 
- 61 - 
 
 
 
 
２
―
３
―
３ 
「
天
声
人
語
」
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
表
記
す
る
和
語
の
実
例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
近
年
の
カ
タ
カ
ナ
語
を
良
く
調
べ
る
た
め
『
天
声
人
語
』
が
格
好
の
も
の
で
あ
る
と
思
い
、
２
０
０
１
年
か
ら
２
０
０
５
年
ま
で
の
『
天
声
人
語
』
に
お
け
る
カ
タ
カ
タ
語
を
集
計
し
た
。
た
だ
し
、『
天
声
人
語
』
に
の
せ
ら
れ
な
か
っ
た
カ
タ
カ
タ
語
に
つ
い
て
は
全
然
触
れ
て
い
な
い
。 
 
２
０
０
１
年
か
ら
２
０
０
５
年
ま
で
の
『
天
声
人
語
』
を
毎
年
の
毎
月
集
め
る
の
が
本
筋
だ
ろ
う
が
今
回
は
平
均
的
に
毎
年
の
１
月
と
７
月
の
デ
ー
タ
を
集
計
し
た
。
ま
ず
集
計
し
た
カ
タ
カ
ナ
語
デ
ー
タ
を
和
語
と
外
来
語
を
分
け
て
み
た
。
以
下
は
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
す
る
和
語
の
実
例
で
あ
る
。 
 
2001.1 
サ
メ 
ネ
ズ
ミ 
 
マ
グ
ロ
（
鮪
） 
ケ
イ
タ
イ
（
携
帯
）              
ホ
ヤ
（
海
鞘
） 
ナ
マ
コ
（
海
鼠
）
 
ハ
チ
（
蜂
） 
イ
ナ
ゴ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ノ
シ
シ
（
猪
） 
ク
ジ
ラ
（
鯨
） 
マ
ー
ジ
ャ
ン 
ハ
ハ
 
ノ
ン
キ 
ガ
ヤ
ガ
ヤ 
コ
ソ
コ
ソ 
ト
カ
ゲ 
バ
ラ 
 
ブ
ド
ウ 
ノ
リ
（
海
苔
） 
 
2001.7 
ケ
ー
タ
イ 
ハ
マ
ダ
ラ
カ 
イ
チ
ロ
ー 
ハ
ラ
 
ボ
ク 
   
ロ
ジ 
ナ
メ
ク
ジ
ウ
ォ 
ニ
ン
ジ
ン 
カ
ブ
ト
ム
シ 
ウ
ナ
ギ 
イ
ロ
ハ 
 
2002.1 
シ
ラ
サ
ギ(
白
鷺
） 
オ
レ
（
俺
） 
ソ
バ
（
蕎
麦
）
 
ウ
ソ
（
嘘
） 
カ
メ
（
亀
） 
ボ
リ
ボ
リ 
シ
ボ
 
ヤ
マ
（
山
） 
2002.7 
ア
ジ
サ
イ 
 
プ
レ
イ(
無
礼) 
シ
カ 
 
  
 
 
 
2003.1 
チ
ク
タ
ク 
カ
ッ
コ
ウ 
ウ
サ
ギ 
タ
ヌ
キ 
 
イ
タ
チ 
 
テ
ン 
ネ
ズ
ミ 
 
オ
オ
カ
ミ 
 
イ
モ 
 
コ
ブ
シ
（
拳
）  
バ
ク
弾 
 
 
ス
キ
ヤ
キ
（
鋤
焼
） 
ス
ル
ド
イ
（
鋭
い
） 
 
 
ハ
リ
ハ
リ
鍋 
 
ア
ン
コ
ウ
鍋 
オ
レ
（
俺
）
 
キ
ツ
ネ 
 
 
ヒ
ツ
ジ 
イ
ヌ 
ク
マ 
ケ
ド(
语
气)
 
イ
ジ
メ
（
虐
め
）
ヒ
ト
（
人
） 
ウ
ナ
ギ 
ア
マ
サ
ギ
 
シ
ナ
ウ
オ 
コ
イ 
シ
ジ
ミ 
 
ト
ヨ
タ 
 
カ
シ
（
樫
） 
シ
イ
（
椎
） 
ヒ
ロ
キ 
サ
カ
キ
（
榊
） 
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
（
藪
柑
子
） 
ヒ
ヨ
ド
リ
（
鵯
）
ト
ン
ビ 
2003.7 
コ
マ 
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ 
ホ
ン
ダ
（
本
田
） 
キ
リ
（
霧
） 
  
キ
ド 
ヒ
バ
リ 
 
チ
ョ
ー 
 
タ
カ
ラ 
 
 
忠
犬
ハ 
チ
公 
コ
イ 
 
ク
サ
イ 
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン  
 
ハ
チ 
コ
オ
ロ
ギ 
ワ
レ
モ
コ
ウ
（
花
名
） 
フ
ジ
バ
カ
マ
（
花
名
）
 
タ
ン
ス 
ワ
ダ
エ
ミ
（
日
本
人
名
） 
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ 
  
 
 
2004.1 
ヤ
ブ
キ 
サ
ル
ヒ
ト 
ニ
ン
ベ
ン 
ニ
ン
ゲ
ン
 
サ
ル 
ヒ
ル 
ザ
ル 
ハ
ゲ
タ
カ 
ス
ズ
カ
ケ
ノ
キ
 
リ
ン
ゴ 
ニ
ワ
ト
リ 
タ
カ 
チ
ョ
ー 
2004.7 
バ
ラ 
オ
ウ
ム
（
鸚
鵡
） 
オ
カ
ミ 
コ
イ
ズ
ミ
（
小
泉
）
 
キ
ト
ラ
古
墳 
ケ
タ 
チ
ョ
ウ 
ア
ン
ゴ
ラ 
ド
キ
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ド
キ 
ア
ブ
ラ
ナ
（ 
2005.1 
ハ
ト 
ミ
ソ
サ
ザ
イ 
 
ウ
ジ 
ア
リ 
ノ
ロ
（
動
）
 
ハ
シ
ャ
グ 
カ
ワ
セ
ミ 
コ
コ
ロ 
イ
ナ
ゴ 
ワ
イ
ロ 
 
 
2005.7 
コ
ク
ド 
サ
ク
ラ
ン
ボ 
ピ
タ
リ(
副
詞) 
ヤ
マ
ト 
サ
ヨ
ナ
ラ 
コ
マ 
ア
ジ
サ
イ 
ツ
ナ
ミ
（
津
波
） 
キ
モ
ノ 
ハ
ラ
キ
リ(
腹
切
り) 
カ
ミ
ソ
リ
（
剃
刀
）
 
ツ
バ
メ 
ソ
バ 
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ 
 
一
般
的
に
、
カ
タ
カ
ナ
は
外
来
語
を
表
記
す
る
と
き
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
日
本
語
を
勉
強
し
始
め
た
頃
、
外
来
語
擬
声
擬
態
語
は
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
す
る
と
先
生
か
ら
教
え
ら
れ
た
記
憶
が
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
今
回
の
『
天
声
人
語
』
語
彙
調
査
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
語
デ
ー
タ
（
ケ
ー
タ
イ
、
オ
レ
、
ウ
ソ
、
シ
ボ
、
ヤ
マ
・
・
・
）
な
ど
を
見
て
み
る
と
、
現
実
の
カ
タ
カ
ナ
の
用
法
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
豊
富
な
表
記
は
漢
字
平
仮
名
混
じ
り
文
に
お
い
て
、
表
現
力
を
上
げ
る
た
め
に
役
に
立
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
決
し
て
、
誤
用
と
か
、
気
ま
ぐ
れ
と
か
、
漢
字
が
思
い
つ
か
な
か
っ
た
と
か
、
奇
を
て
ら
っ
た
と
か
の
た
め
に
カ
タ
カ
ナ
書
き
に
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
冷
静
に
あ
る
種
の
効
果
を
意
図
し
て
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
し
、
ま
た
あ
る
も
の
は
、
既
に
習
慣
化
し
て
お
り
、
そ
の
習
慣
に
従
い
使
わ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
で
き
る
。 
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
外
来
語
で
は
な
い
カ
タ
カ
ナ
語
が
増
え
た
こ
と
が
、
外
来
語
の
み
が
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
す
る
と
教
え
ら
れ
た
留
学
生
た
ち
に
と
っ
て
わ
か
り
に
く
さ
を
助
長
さ
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
若
者
こ
と
ば
に
も
、
カ
タ
カ
タ
で
表
記
す
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、「
チ
ョ
ー
」「
オ
レ
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
も
と
も
と
漢
字
で
表
記
で
き
る
言
葉
を
敢
え
て
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
す
る
に
よ
っ
て
、
ど
こ
か
現
代
風
の
空
気
が
漂
い
、
格
好
よ
い
と
い
う
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
こ
と
と
思
わ
れ
る
。 
 
２
―
３
―
４ 
『
日
経
エ
ン
タ
テ
ィ
ン
メ
ン
ト
』
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
表
記
す
る
和
語
の
実
例 
 
以
上
の
『
天
声
人
語
』
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
使
い
方
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
用
例
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
。
そ
れ
に
比
較
す
る
た
め
、
次
に
、
代
表
的
な
若
者
の
雑
誌
２
０
１
２
年
８
月
分
の
『
日
経
エ
ン
タ
テ
ィ
ン
メ
ン
ト
』
の
投
稿
文
の
場
合
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
そ
の
中
の
外
来
語
は
カ
タ
カ
ナ
で
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
違
い
は
な
い
。
ま
た
、
カ
タ
カ
ナ
は
比
較
的
に
新
聞
で
あ
る
『
天
声
人
語
』
よ
り
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
、
カ
タ
カ
ナ
使
用
の
割
に
外
来
語
の
使
用
は
多
く
な
い
の
で
あ
る
た
め
、
カ
タ
カ
ナ
が
外
来
語
以
外
の
部
分
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
外
来
語
以
外
の
部
分
に
カ
タ
カ
ナ
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。 
そ
こ
で
、
外
来
語
以
外
の
表
記
で
、
ど
の
よ
う
な
語
に
カ
タ
カ
ナ
が
使
わ
れ
て
い
る
か
を
見
て
み
る
と
、
若
者
の
文
章
に
特
有
の
も
の
と
し
て
、
雑
誌
『
日
経
エ
ン
タ
テ
ィ
ン
メ
ン
ト
』
一
ヶ
月
分
の
外
来
語
以
外
の
カ
タ
カ
ナ
使
用
例
を
私
な
り
に
分
類
し
た
。
そ
の
使
用
例
が
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
 
１
、
日
本
人
名
： 
 
阿
部
サ
ダ
ヲ 
 
松
尾
ス
ズ
キ 
 
勇
者
ヨ
シ
ヒ
ロ 
 
朝
井
リ
ョ
ウ 
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ウ
シ
ジ
マ
く
ん 
 
佐
原
ミ
ズ
イ
ノ
先
生 
ク
ロ
ち
ゃ
ん 
 
２
、
動
詞 
ブ
レ
る 
ズ
レ
る 
 
キ
レ
る 
 
ハ
マ
る 
イ
ケ
る 
メ
ゲ
る 
ミ
タ
（
見
た
） 
バ
レ
る 
ウ
ケ
る 
ツ
ナ
グ 
３
、
形
容
詞 
ア
ツ
い 
 
ダ
メ 
 
カ
ワ
イ
イ 
 
ユ
ル
イ 
ス
ゴ
イ 
 
イ
イ 
ヤ
バ
い 
ダ
メ
ダ
メ 
 
 
コ
イ 
４
、
名
詞 
モ
ノ 
 
フ
リ 
ハ
マ
リ 
ホ
ン
ト 
ウ
ソ 
ウ
チ 
 
ウ
リ 
 
ハ
ケ
ン 
フ
タ 
ツ
ボ 
 
ノ
リ 
サ
ラ
メ
シ 
ナ
ヤ
ミ 
 
コ
ツ 
ハ
ズ
レ 
 
イ
ケ
メ
ン 
 
オ
ト
ナ 
 
ム
ラ 
 
ベ
タ 
 
ヤ
ツ 
オ
ス
ス
メ 
 
ム
リ 
マ
ジ
メ 
ヤ
ク
ザ 
ハ
メ 
イ
チ
オ
シ 
カ
ッ
コ 
キ
ワ
モ
ノ 
ク
セ 
バ
ン
ザ
イ 
ラ
ク 
ブ
ス 
悪
ガ
キ 
イ
マ
ド
キ 
バ
カ 
 
５
、
形
容
動
詞 
マ
ジ 
テ
ン
コ
盛
り 
イ
ヤ 
 
ス
テ
キ 
 
キ
レ
イ 
 
６
、
擬
声
擬
態 
ゴ
ン 
 
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ 
ワ
ク
ワ
ク 
ニ
コ
ニ
コ 
ス
カ
ス
カ 
 
ガ
ン
ガ
ン 
ナ
ヨ
ナ
ヨ 
ピ
ン
と 
パ
ッ
と 
ブ
ッ
と 
ツ
ッ
コ
ミ 
ギ
ョ
ッ
と 
ハ
ッ
と 
コ
ソ
コ
ソ 
イ
ラ
イ
ラ 
グ
ッ
と 
 
７
、
接
尾 
大
石
サ
ン 
 
秋
元
康
サ
ン 
 
８
、
副
詞 
ブ
ラ
ブ
ラ 
 
ビ
ッ
ク
リ 
 
キ
チ
ン
と 
 
９
、
感
嘆
詞 
サ
ヨ
ナ
ラ 
ア
ハ
ハ 
 
バ
ァ
ン 
１
０
、
代
詞 
コ
コ 
 
コ
レ 
 
１
１
、
幼
児
語 
ウ
ン
チ 
 
 
以
上
の
デ
ー
タ
の
よ
う
に
、
最
も
目
立
つ
の
は
２
番
動
詞
「
ブ
レ
る 
ズ
レ
る 
 
キ
レ
る 
 
ハ
マ
る 
イ
ケ
る 
メ
ゲ
る 
ミ
タ
（
見
た
） 
バ
レ
る 
ウ
ケ
る 
ツ
ナ
グ
」
の
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
ハ
マ
る
」
の
原
義
は
「
は
ま
る
」
に
な
る
。
漢
字
で
表
す
と
「
填
ま
る
」
か
「
嵌
ま
る
」
に
な
る
。
こ
こ
の
雑
誌
の
例
を
見
て
み
る
と
、 
○ 
不
倫
の
深
み
に
ハ
マ
る
男
を
叙
情
性
濃
く
描
い
た
『
夜
明
け
の
街
で
』
な
ど
は
、
日
常
性
が
高
く
感
情
的
な
作
品
と
し
て
分
類
し
て
い
る
。 
こ
こ
の
「
ハ
マ
る
」
の
意
味
は
よ
う
す
る
に
原
義
の
「
穴
の
部
分
に
ぴ
っ
た
り
と
は
い
る
。
う
ま
く
は
い
っ
て
お
さ
ま
る
」
で
は
な
く
、
派
正
の
義
「
か
か
わ
り
あ
っ
て
抜
け
出
せ
な
く
な
る
。
特
に
女
性
の
色
香
に
お
ぼ
れ
る
」
の
意
味
に
な
る
。
よ
う
す
る
に
、
一
般
的
な
意
味
で
は
な
く
、
特
殊
な
意
味
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
主
観
的
な
語
を
カ
タ
カ
ナ
書
き
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
に
通
じ
る
行
為
を
考
え
ら
れ
る
。逆
に
言
え
ば
、カ
タ
カ
ナ
で
書
く
に
よ
っ
て
、
書
き
手
の
自
分
の
気
持
ち
と
強
く
結
び
つ
い
た
感
覚
的
な
表
現
で
あ
る
こ
と
を
示
す
効
果
を
も
っ
て
い
る
、
と
も
言
え
よ
う
。 
 
な
お
、
若
者
の
文
章
に
特
有
の
も
の
と
は
言
え
な
い
の
で
、
上
記
の
６
番
に
は
挙
げ
た
「
ゴ
ン 
 
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ 
ワ
ク
ワ
ク 
ニ
コ
ニ
コ 
ス
カ
ス
カ 
 
ガ
ン
ガ
ン 
ナ
ヨ
ナ
ヨ 
ピ
ン
と 
パ
ッ
と 
ブ
ッ
と 
ツ
ッ
コ
ミ 
ギ
ョ
ッ
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と 
ハ
ッ
と 
コ
ソ
コ
ソ 
イ
ラ
イ
ラ 
グ
ッ
と
」
擬
声
擬
態
語
は
比
較
的
多
く
て
、
そ
れ
に
カ
タ
カ
ナ
が
使
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。 
○
そ
ん
な
作
り
手
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
作
品
は
、
や
っ
ぱ
り
み
て
い
る
こ
ち
ら
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
よ
ね
。 
○
主
人
公
を
テ
ン
コ
盛
り
に
し
て
も
、
周
り
が
ス
カ
ス
カ
だ
と
物
語
が
面
白
く
な
り
よ
う
が
な
い
ん
で
す
よ
。 
 
こ
れ
ら
の
擬
声
擬
態
語
は
い
ず
れ
も
感
覚
的
な
表
現
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
、
カ
タ
カ
ナ
感
覚
的
表
現
の
結
び
つ
き
が
見
ら
れ
る
。 
 
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
恐
ら
く
、
堅
苦
し
い
文
体
よ
り
も
、
柔
ら
か
い
文
体
の
ほ
う
で
使
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
回
の
調
査
で
文
章
意
識
が
高
い
も
の
に
使
わ
れ
る
『
天
声
人
語
』
と
基
本
的
に
話
し
言
葉
調
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
雑
誌
の
投
稿
文
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
様
式
は
か
な
り
異
な
っ
て
く
る
と
分
か
る
。
理
由
と
し
て
『
天
声
人
語
』
は
社
会
の
全
面
性
か
ら
言
え
ば
マ
ス
コ
ミ
の
最
全
線
で
あ
る
新
聞
の
最
も
平
凡
で
最
も
世
相
に
反
映
し
た
コ
ラ
ム
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
記
事
内
容
が
ス
ポ
ー
ツ
欄
な
ら
ス
ポ
ー
ツ
用
語
が
多
い
の
に
対
し
て
、
片
寄
ら
ず
、
平
均
に
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
為
で
も
考
え
出
来
る
。
し
か
し
、
最
も
私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
に
さ
せ
て
い
る
。若
者
の
言
葉
の
代
表
と
し
て
の『
日
経
エ
ン
タ
テ
ィ
ン
メ
ン
ト
』
の
投
稿
文
を
見
て
み
る
と
、
若
者
の
文
章
の
カ
タ
カ
ナ
使
用
の
根
本
に
は
、
書
き
手
の
自
身
の
感
覚
的
な
表
現
や
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
強
く
読
み
手
に
伝
え
る
意
識
が
存
在
し
て
い
る
で
は
な
い
か
と
考
え
出
来
る
。 
  
 
 
 
第
三
章 
カ
タ
カ
ナ
語
教
育
に
お
け
る
問
題
点
及
び
教
育
方
案 
 
３
―
１ 
中
国
か
ら
の
留
学
生
の
立
場
か
ら
の
カ
タ
カ
ナ
語
の
問
題
点 
 
 
 
我
々
中
国
か
ら
の
留
学
生
に
と
っ
て
、日
常
使
っ
て
い
る
日
本
語
の
外
来
語
、
特
に
カ
タ
カ
タ
語
は
習
得
困
難
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
一
体
何
故
難
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 
以
下
、
私
な
り
に
中
国
か
ら
の
留
学
生
が
日
本
の
カ
タ
カ
ナ
語
が
難
し
い
と
思
う
理
由
を
考
え
、
習
得
困
難
で
あ
る
現
状
を
分
析
し
な
が
ら
カ
タ
カ
ナ
語
教
育
が
も
つ
問
題
点
を
ま
と
め
た
い
。 
 
３
―
１
―
１ 
表
記
上
の
問
題 
  
 
最
も
一
般
的
な
カ
タ
カ
ナ
語
に
は
外
来
語
が
あ
り
、
主
と
し
て
欧
米
語
か
ら
日
本
語
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
語
が
該
当
す
る
。
し
か
し
、「
じ
ゅ
ば
ん
（
襦
袢
）」・
「
て
ん
ぷ
ら
（
天
麩
羅
）」
の
よ
う
に
、
１
６
世
紀
以
降
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や
オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら
入
っ
て
き
た
語
も
あ
る
。 
ａ)
長
音
の
書
き
表
し
方 
日
本
語
の
長
音
表
記
は
学
習
者
に
と
っ
て
大
変
困
難
で
あ
る
。
例
え
ば
同
じ
く
カ
タ
カ
ナ
で
書
か
れ
て
い
る
語
の
場
合
で
も
、
二
つ
の
書
き
方
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
長
音
符
号
「
－
」
を
用
い
る
も
の
と
「
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
・
オ
」
を
用
い
る
も
の
と
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 
○
長
音
符
号
「
－
」
を
用
い
る
も
の
。 
カ
ン
ガ
ル
ー 
 
セ
パ
ー
ド 
オ
リ
ー
ブ 
 
ネ
ー
ブ
ル 
ロ
ー
ズ 
 
ク
ロ
ー
バ
ー 
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○
「
ア
・
イ
・
ウ
・
エ
・
オ
」
を
用
い
る
も
の
。 
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ 
ヒ
ョ
ウ 
オ
オ
カ
ミ 
バ
レ
イ
シ
ョ 
ブ
ド
ウ 
ホ
オ
ズ
キ 
 
ｂ
）
同
義
異
音
語
の
表
記 
従
来
の
一
般
的
な
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
加
え
て
、
同
じ
語
に
異
な
っ
た
複
数
の
カ
タ
カ
ナ
語
を
与
え
る
結
果
を
招
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
英
語
を
語
源
と
す
る
`v
is
u
a
l`
は
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
」
と
表
記
で
き
る
と
同
時
に
、
原
音/v
/
の
音
に
忠
実
に
表
記
し
た
「
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
」
と
表
記
で
き
る
。
更
に
、
同
じ
意
味
内
容
を
表
わ
す
外
来
語
で
も
、
表
記
の
拠
り
所
と
す
る
出
自
が
異
な
け
れ
ば
、
原
音
保
存
の
表
記
に
よ
り
、「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
」（
英
語
か
ら
）
に
も
「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ー
ト
」（
ド
イ
ツ
語
）
に
も
な
る
し
、「
イ
ス
ラ
ム
」（
英
語
）
に
も
「
イ
ス
ラ
ー
ム
」（
ア
ラ
ビ
ア
語
）
に
も
な
る
の
で
あ
る
。 
ｃ
）
同
音
異
義
語
の
表
記 
外
来
語
は
日
本
語
の
音
韻
体
系
に
当
て
は
ま
る
よ
う
表
記
が
完
全
に
日
本
語
化
さ
れ
る
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
わ
か
り
に
く
い
面
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ニ
ー
ズ
、
ウ
イ
ル
ス
、
ジ
レ
ン
マ
、
シ
ン
ナ
ー
、
イ
コ
ー
ル
、
ユ
ー
モ
ア
、
ツ
ー
等
の
よ
う
に
中
国
か
ら
の
留
学
生
が
一
見
し
て
英
語
か
ら
移
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
わ
か
り
か
ね
る
外
来
語
は
少
な
く
な
い
。
し
か
も
、
地
名
、
人
名
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
語
で
も
日
本
語
化
し
た
外
来
語
か
ら
も
と
の
ス
ペ
ル
が
わ
か
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。
特
に
、
日
本
語
にL
とR
、V
とB
の
区
別
が
な
い
の
で
、
リ
ー
ド
、（re
a
d
,le
a
d
）、
ラ
イ
ト(w
rite
,rig
h
t,lig
h
t)
の
よ
う
に
、
ど
れ
を
指
し
て
い
る
の
か
迷
う
時
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
記
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
日
本
人
で
も
人
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
か
ら
、
我
々
留
学
生
に
は
分
か
り
に
く
い
こ
と
は
今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
い
。 
 
３
―
１
―
２ 
カ
タ
カ
ナ
表
記
す
る
和
製
洋
語
の
問
題 
 
 
日
本
で
独
自
に
作
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
和
製
英
語
も
多
い
。
例
え
ば
、
ワ
ン
マ
ン
、
オ
フ
ィ
ス
レ
デ
ィ
ー
・
半
ド
ア
、
ナ
イ
タ
ー
、
マ
ッ
チ
・
ポ
ン
プ
、
ワ
ン
メ
ー
タ
ー
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
和
製
英
語
は
う
ま
く
で
き
て
い
る
か
ら
英
語
を
母
語
と
す
る
人
で
さ
え
、
本
当
に
英
語
か
ら
移
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
錯
覚
を
起
こ
し
や
す
い
。
も
ち
ろ
ん
、
英
語
と
し
て
は
そ
の
ま
ま
通
じ
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
問
題
に
な
る
の
が
「
和
製
洋
語
」
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
あ
る
。
和
製
洋
語
と
は
「
日
本
で
（
英
語
な
ど
の
外
国
語
）
の
単
語
を
組
み
合
わ
せ
て
作
っ
た
洋
語
ら
し
き
聞
こ
え
る
語
」（『
広
辞
苑
』
第
５
版
）
で
あ
り
、「
オ
フ
ィ
ス･
レ
デ
ィ
ー
」
や
「
ナ
イ
タ
ー
」
の
類
を
言
う
。
こ
れ
ら
の
形
は
外
来
語
（
英
語
）
の
よ
う
で
あ
る
が
、
実
は
日
本
製
の
造
語
で
あ
り
、
語
源
で
あ
る
は
ず
の
英
語
と
し
て
は
意
味
を
な
さ
な
い
語
で
あ
る
。 
 
『
日
本
語
百
科
大
事
典
』
で
は
日
本
製
の
洋
語
を
次
の
よ
う
に
３
分
類
し
て
い
る
。 
１
）
純
粋
に
日
本
製
の
洋
語 
２
）
既
存
の
洋
語
の
形
や
意
味
を
変
え
る 
３
）
既
存
の
洋
語
を
違
っ
た
意
味
に
使
う 
例
え
ば
、「
プ
レ
ー
ガ
イ
ド
」
は
英
語
の
‘p
la
y
’
と
‘g
u
id
e
’
の
二
つ
の
語
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
和
製
英
語
で
あ
り
、
上
述
の
分
類
の
①
、
１
）
に
あ
た
る
。
こ
の
和
製
英
語
の
意
味
内
容
と
同
じ
語
に
は
、
ア
メ
リ
カ
英
語
で
は
‘tick
e
t 
a
g
e
n
cy
’、
イ
ギ
リ
ス
英
語
で
は
‘b
o
o
k
in
g
 
a
g
e
n
cy
’
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
お
り
、‘p
la
y
 g
u
id
e
’
と
い
う
語
は
英
語
で
は
意
味
の
な
さ
な
い
語
の
集
ま
り
で
あ
る
。 
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こ
の
よ
う
に
、
外
国
語
と
し
て
日
本
語
を
学
習
し
よ
う
と
す
る
者
に
は
、
日
本
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
は
表
記
の
複
雑
さ
以
外
に
も
、
意
味
内
容
の
相
違
、
母
語
の
音
聴
像
の
相
違
と
い
っ
た
問
題
も
包
含
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
３
―
１
―
３ 
非
外
来
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
問
題 
  
 
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
外
来
語
だ
け
で
な
く
非
外
来
語
（
和
語
・
漢
語
）
に
も
用
い
ら
れ
る
。
現
代
表
記
で
は
非
外
来
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
多
様
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
日
本
語
教
育
に
お
い
て
も
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
留
学
生
の
日
本
語
習
得
に
も
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 
非
外
来
語
の
カ
タ
カ
ナ
語
表
記
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
カ
タ
カ
ナ
の
文
字
が
使
わ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
は
、
カ
タ
カ
ナ
の
文
字
連
続
が
非
常
に
目
立
ち
や
す
く
、
漢
字
表
記
以
上
に
語
を
明
示
す
る
働
き
が
著
し
く
、
そ
の
た
め
に
漢
字
表
記
の
代
用
と
し
て
用
い
ら
れ
、
そ
れ
が
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
増
加
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 
 
３
―
２ 
カ
タ
カ
ナ
語
教
育
方
案 
 
３
―
２
―
１ 
カ
タ
カ
ナ
語
教
育
方
案 
 以
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
カ
タ
カ
ナ
語
に
は
原
則
（
慣
用
で
表
記
す
る
場
合
も
多
い
）
部
分
も
あ
る
た
め
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
留
学
生
へ
の
日
本
語
教
育
上
の
難
し
さ
も
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 
日
本
語
の
海
外
普
及
の
た
め
に
、
カ
タ
カ
ナ
語
に
関
す
る
多
々
あ
る
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
次
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。 
１
） 
日
本
語
教
育
の
中
で
カ
タ
カ
ナ
語
を
取
り
上
げ
て
積
極
的
に
整
理
す
る
。つ
ま
り
、標
準
語
か
ら
見
て
不
可
欠
の
カ
タ
カ
ナ
語
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
定
期
的
に
そ
れ
を
添
削
、
補
助
し
て
い
く
こ
と
。 
２
） 
教
材
、
参
考
書
の
充
実
化
を
図
る
こ
と
。
国
立
国
語
研
究
所
の
日
本
語
教
育
指
導
参
考
書
１
６
「
外
来
語
の
形
成
と
そ
の
教
育
」
が
こ
の
方
向
へ
第
一
歩
と
い
え
る
が
、
他
の
問
題
点
に
つ
い
て
も
こ
の
よ
う
な
参
考
書
を
刊
行
す
る
こ
と
と
、
国
立
国
語
研
究
所
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
常
に
更
新
し
、
有
効
な
習
得
方
法
を
紹
介
す
る
な
ど
に
も
期
待
さ
れ
る
。 
３
） 
今
ま
で
と
全
く
ち
が
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の
カ
タ
カ
ナ
辞
典
が
必
要
と
さ
れ
る
。（
例
え
ば
、
あ
る
カ
タ
カ
ナ
語
が
ど
の
よ
う
な
場
面
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
明
晰
に
提
示
で
き
る
も
の
） 
４
）
学
習
者
の
カ
タ
カ
ナ
習
得
に
関
す
る
先
行
研
究
に
基
づ
き
、
カ
タ
カ
ナ
語
の
特
徴
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
カ
タ
カ
ナ
語
と
英
語
を
変
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
記
憶
さ
せ
る
と
い
う
カ
タ
カ
ナ
教
育
方
案
を
中
国
か
ら
の
留
学
生
へ
提
示
し
た
い
。 上
記
に
つ
い
て
、
１
）、
２
）、
３
）
に
関
し
て
時
間
を
か
け
て
実
現
さ
せ
る
の
は
可
能
で
あ
る
。
４
）
番
は
一
番
身
近
で
、
具
体
的
に
練
習
内
容
を
提
示
し
た
い
。 
 
３
―
２
―
２ 
カ
タ
カ
ナ
語
の
練
習
問
題
紹
介 
 
 
 
上
述
し
た
よ
う
に
、
練
習
問
題
が
留
学
生
の
カ
タ
カ
ナ
語
習
得
に
役
に
立
つ
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よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
本
節
で
示
す
練
習
問
題
は
、
留
学
生
が
練
習
問
題
を
解
く
最
中
に
、
そ
の
カ
タ
カ
ナ
の
語
形
、
意
味
、
使
用
方
法
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
す
べ
て
の
練
習
問
題
を
こ
こ
で
提
示
す
る
の
は
紙
面
上
無
理
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
以
上
に
取
り
上
げ
た
問
題
に
対
す
る
対
策
方
法
と
し
て
い
く
つ
か
の
中
か
ら
、
あ
え
て
代
表
的
な
例
を
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
。
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
具
体
的
な
練
習
問
題
を
示
す
。 
１
、
長
音
関
係
英
語
の
単
語
の
＿
＿
の
部
分
の
発
音
に
気
を
つ
け
て
、
カ
タ
カ
ナ
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。 
（
例
） 
 
B
e
a
t
→
ビ
ー
ト 
 
 
 
 
 
 
m
e
a
t s
a
u
ce
→
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス 
（
練
習
） 
P
e
a
k
→
＿ 
＿ 
ク 
 
 
 
 
 
 
 
ch
e
e
s
e
→
＿ 
＿ 
ズ 
２
、
促
音
関
係 
２.
１
語
尾
の
子
音
が
促
音
化
す
る
か
し
な
い
か
に
気
を
付
け
て
、
カ
タ
カ
ナ
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。 
（
例
） 
 
H
ip
→
ヒ
ッ
プ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
m
itt
→
ミ
ッ
ト 
 
 
 
 
 
 
 
（
練
習
） 
S
k
ip
→ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
h
it
→ 
 
 
 
 
 
 
 
 
２.
２ 
 
語
尾
の
短
母
音
の
後
の
「k
s
、k
l
、p
l
、s
l
」
の
前
に
も
促
音
が
挿
入
さ
れ
る
。 
（
例
） 
 
M
ix
→
ミ
ッ
ク
ス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
co
u
p
le
→
カ
ッ
プ
ル 
 
 
 
 
 
（
練
習
） 
S
o
ck
s
→ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
w
a
x
→ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３
、
英
文
→
日
本
語 
次
の
短
文
の
英
語
で
書
い
て
あ
る
単
語
を
カ
タ
カ
ナ
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
カ
タ
カ
ナ
で
書
い
て
あ
る
語
は
元
に
な
っ
た
英
語
の
語
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。 
○
昨
日
b
u
s
で
s
u
p
e
rm
a
rk
e
t
へ
行
き
ま
し
た
。
私
は
A
m
e
rica
の
ch
o
co
la
te
とfra
n
ce
のw
in
e
を
買
い
ま
し
た
。Bo
y
frie
n
d
はd
e
p
a
rtm
e
n
t
でro
s
e
とca
k
e
な
ど
誕
生
日p
re
s
e
n
t
を
買
っ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
、
友
達
のp
a
rty
に
参
加
し
ま
し
た
。 
４
、
日
本
語
→
英
文 
 
次
の
短
文
の
カ
タ
カ
ナ
で
書
い
て
あ
る
単
語
を
英
語
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。 
○
ゴ
ー
ル
し
た
と
た
ん
に
崩
れ
落
ち
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
苦
し
そ
う
だ
っ
た
高
橋
尚
子
さ
ん
が
ゴ
ー
ル
後
、
平
然
と
し
た
表
情
で
、
笑
顔
さ
え
の
ぞ
か
せ
た
の
に
は
驚
い
た
。
昨
日
の
東
京
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
敗
れ
た
と
い
は
い
え
、
並
の
ラ
ン
ナ
ー
で
は
な
い
と
思
わ
せ
も
し
た
。 
５
、
非
外
来
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記 
以
下
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
語
を
漢
字
に
用
い
て
書
い
て
く
だ
さ
い
。 
①
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 
② 
ヒ
ト
の
未
進
化
の
姿
と
い
っ
た
厳
し
い
ま
な
ざ
し
が
サ
ル
に
は
注
が
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
③ 
報
酬
を
決
め
る
立
場
に
あ
る
委
員
が
、
業
界
の
た
め
に
便
宜
を
は
か
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
の
ワ
イ
ロ
を
受
け
取
っ
た
容
疑
だ
。 
④ 
「
身
の
潔
白
を
証
明
し
た
い
。『
政
治
と
カ
ネ
』
は
大
事
な
問
題
で
、
解
決
し
な
い
と
国
民
が
政
治
を
信
用
し
な
い
」
と
も
述
べ
た
。
潔
白
が
証
明
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
謎
は
深
ま
っ
た
。
し
か
し
「
政
治
と
カ
ネ
」
の
く
だ
り
だ
。 
以
上
提
示
し
た
よ
う
に
練
習
問
題
は
主
に
五
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
１
番
と
２
番
は
中
国
か
ら
の
留
学
生
の
立
場
か
ら
の
上
記
４
‐
１
‐
１
出
自
に
よ
る
表
記
上
の
問
題
に
対
す
る
対
策
方
法
で
あ
る
。
３
番
と
４
番
は
カ
タ
カ
ナ
語
と
英
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語
を
変
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
習
者
に
記
憶
さ
せ
る
。
特
に
４
番
に
関
し
て
、
一
見
カ
タ
カ
ナ
語
教
育
に
役
立
た
な
い
と
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
中
国
か
ら
の
留
学
生
は
中
学
校
か
ら
英
語
教
育
を
受
け
る
た
め
、
英
語
を
経
由
し
て
カ
タ
カ
ナ
語
を
勉
強
さ
せ
る
の
が
最
も
近
道
で
、
理
解
し
や
す
い
方
法
だ
と
思
う
。
カ
タ
カ
ナ
語
と
英
語
を
同
時
に
マ
ス
タ
ー
し
て
一
石
二
鳥
の
効
果
が
望
め
る
だ
ろ
う
。
５
番
に
つ
い
て
、
我
々
中
国
か
ら
の
中
学
生
は
、
日
本
語
を
学
習
開
始
し
た
時
点
で
は
、
カ
タ
カ
ナ
は
外
来
語
と
外
国
地
名
・
人
名
な
ど
を
表
記
す
る
場
合
に
の
み
使
う
と
思
い
込
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
以
外
に
和
語
・
漢
語
を
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
学
習
者
に
伝
え
る
の
は
大
事
だ
と
思
う
た
め
５
番
を
取
り
上
げ
た
。 
 
終
わ
り
に 
 
以
上
、
三
章
に
述
べ
た
よ
う
に
カ
タ
カ
ナ
語
の
歴
史
、
現
状
な
ど
を
通
し
て
日
本
語
表
記
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
語
の
役
割
を
考
察
し
た
。
さ
ら
に
日
本
語
教
育
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
語
の
問
題
点
を
取
り
上
げ
て
中
国
か
ら
の
留
学
生
に
カ
タ
カ
ナ
語
教
育
方
案
を
提
示
し
た
。
全
体
的
な
日
本
語
の
学
習
者
を
対
象
と
し
て
カ
タ
カ
ナ
語
の
学
習
方
法
を
再
検
討
す
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。 
 
 
本
稿
に
述
べ
た
所
に
よ
り
、
時
代
と
共
に
日
本
語
表
記
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
語
の
役
割
も
変
化
し
、
カ
タ
カ
ナ
語
習
得
教
育
方
案
は
日
本
語
教
育
に
一
つ
重
要
な
役
割
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
語
表
記
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
語
教
育
制
度
も
常
に
カ
タ
カ
ナ
語
役
割
の
変
化
性
に
応
じ
て
改
革
し
て
い
く
の
は
急
務
だ
と
考
え
て
い
る
。
現
在
外
国
人
の
日
本
語
学
習
者
の
数
は
、
国
内
・
国
外
共
に
近
年
お
び
た
だ
し
く
増
え
て
い
る
。国
際
化
の
進
展
に
伴
い
、
日
本
語
を
学
習
す
る
外
国
人
が
増
え
て
い
る
。
日
本
語
教
育
事
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
い
ち
早
く
上
述
し
た
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
強
く
問
題
意
識
し
今
後
さ
ら
に
考
察
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、
将
来
的
に
は
日
本
語
教
育
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
。 
 
注 （
１
）
文
化
庁
（
１
９
９
７
）『
言
葉
に
関
す
る
問
答
集
―
―
外
来
語
編
』p
.1
2
 
（
２
）
中
級
教
科
書
に
擬
音
擬
態
語
が
数
語
出
現
す
る
の
み 
（
３
）
特
に
２
０
０
１
年
か
ら
２
０
０
３
年
ま
で
よ
く
見
ら
れ
て
い
る
。（
２
０
０
１
年
～
２
０
０
３
年
：
２
５
５
１
個
～
３
２
４
８
個
） 
（
４
）
２
０
０
４
年
『
天
声
人
語
』
に
現
れ
て
い
る
カ
タ
カ
ナ
語
数
は
３
４
０
６
個
で
あ
る
、
２
０
０
５
年
に
２
８
７
６
個
に
な
っ
て
い
る
） 
（
５
）
国
立
国
語
研
究
所
報
告
４
６
「
電
子
計
算
機
よ
る
国
語
研
究Ⅳ
」（
１
９
７
２
）
に
１
９
９
６
年
の
朝
日
・
毎
日
・
読
売
３
紙
１
年
分
に
お
け
る
文
字
使
用
状
況
の
数
値
が
載
せ
て
い
る
。
カ
タ
カ
ナ
は
出
現
数
が
１
２
７
４
語
、
全
出
現
数
に
占
め
る
割
合
が
５
．
５
％
と
な
っ
て
い
る
。 
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